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人の能力を補い人の能力を補い

生活を支援する生活を支援する
ユビキタスネットワーク利用技術ユビキタスネットワーク利用技術

戦略重点科学技術（８）

戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： ユビキタス・プラットフォーム技術の研究開発 【総務省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

○ユビキタスネット社会の早期実現に向
け、いつでもどこでも誰でも、その場の
状況に応じた必要な情報通信サービス
を簡単、便利に利用可能とするために
必要な以下の技術の研究開発等を行う。
① ユビキタス端末技術
② ユビキタスサービスプラットフォーム

技術
③ ユビキタス空間情報基盤技術

平成２０年度対象予算： １,５００百万円

（平成２０年度新規）

実施期間： 平成２０～２２年度

少子高齢化サポート少子高齢化サポート
少子高齢化サポート少子高齢化サポート 環境問題サポート環境問題サポート

環境問題サポート環境問題サポート

ユビキタスネットワークユビキタスネットワーク
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物流・生産管理サポート

電子タグ等の利用シーンの拡大

的確な状況認識

シームレスなサービス環境

②ユビキタスサービス②ユビキタスサービス
プラットフォーム技術プラットフォーム技術

①ユビキタス端末技術①ユビキタス端末技術

③ユビキタス空間情報基盤技術③ユビキタス空間情報基盤技術

ユビキタスサービスをより簡単・便利に

利用可能とするための端末技術 ユビキタスサービスの高度化を実現
するネットワーク基盤技術

ユビキタスサービスの利便性を

高める空間情報基盤技術

実証実験の実施
我が国が直面する様々な

課題を解決するサービス
の実現

実証実験の実施
我が国が直面する様々な

課題を解決するサービス
の実現

自分の居場所・
知りたい場所の情報が把握可能

自分の居場所・
知りたい場所の情報が把握可能

電子タグ等を使った多様な
サービスを携帯電話で利用可能

電子タグ等を使った多様な
サービスを携帯電話で利用可能

その時必要とするサービスが、
いつでも簡単に利用可能

その時必要とするサービスが、
いつでも簡単に利用可能




